
（１） 年別推移

（２） 事故の型別（R6）

①

②

（３） 年代別（R6）

　　　小売業、社会福祉施設いずれも、50代以上の労働災害の割合が、全体の64％を占めている。

第三次産業（小売業・社会福祉施設）の死傷災害の現状

　　　小売業・社会福祉施設において、増加傾向が続いている。

社会福祉施設は「転倒」が119件(33％)と最も多く、次いで「動作の反動・無理な動作（腰痛等）」が118件(33％)と
なっている。

小売業は「転倒」が184件(35％)と最も多く、次いで「交通事故（道路）」が72件(14％)、「動作の反動・無理な動作
（腰痛等）」が70件（13％）となっている。
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